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Intego ContentBarrier X5で子供を守る 

Intego ContentBarrier X5 は、家庭や会社で重宝する機能を搭載したペアレンタル・コント
ロールのための Mac 向けプログラムです。選択した設定に合わせて、特定のインターネ
ット・コンテンツをフィルタリングし、ブロックします。ContentBarrier X5 は、アダルト
系ウェブサイトや子供に不適切な意図のサイトをブロックします。またチャットで略奪的
小児愛者の常套句が使われると、そのセッションをブロックします。また、ピアツーピア
などのファイル共有プロトコルや、オンラインゲーム、ストリーミング配信の音楽や動画、
FTP、SSH など、特定のプロトコルまたは特定の種類のインターネット通信の中で、子供
に使用させたくないものをブロックできます。  

 

ContentBarrier X5は、マルチユーザで使え、お使いのコンピュータ上のMac OS Xのユー
ザアカウントと違和感なく融合します。複数のお子様がいる場合でも、その年齢や成長に
合わせて、それぞれに異なる規制条件を設定できます。ニュースグループや電子メールの
利用、あるいはファイルのダウンロードなどを個別に許可／禁止できます。特定の時間帯
に、特定の曜日だけに、インターネットが利用できるように設定することも可能です。特
定のサイトの利用を許可／禁止したり、選択したアプリケーションだけを利用させたり、
ストリーミングメディアやピアツーピアでのファイル転送など、特定の種類のコンテンツ
へのアクセスをブロックすることが可能です。さらに、特定のイベントが起きたら管理者
（保護者）へ電子メールで通知することもできます。またウェブブラウザを使えば、イン
ターネットを介してログを表示したり、ContentBarrier X5 の設定を管理することもできま
す。 

 

ContentBarrier X5 は、コンピュータの周りに防御壁を張り巡らすようなものです。あらか
じめ定義されているフィルタではお子様に見せたくないものを簡単に選べますし、独自の
カスタムフィルタを作成することもできます。不適切なサイトはブロックされ、お子様が
見るにはまだ早すぎるコンテンツを遠ざけます。さらにチャットやニュースグループなど、
プログラムの種類ごとにコンテンツをブロックするフィルタも搭載しています。 
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ContentBarrier X5 は、ブロックされたサイトも含め、訪問したサイトの完全なログを記録
します。特定のアプリケーションをブロックするよう設定しておけば、ブロックされたア
プリケーションも記録します。さらに、お子様がどのようにインターネットを利用してい
るかがわかる完全な記録として、画面ショットを撮影したり、キーボード操作を記録する
ことも可能です。ContentBarrier X5 は、インターネットをお子様にとってより安全な場所
にしてくれます。 

 

Intego ContentBarrier X5は Mac OS X 10.5（Leopard）および 10.4（Tiger）に対応しており、
PowerPCおよび Intelベースのプロセッサの Macの両方で動作します。 

Intego ContentBarrier 5の主な機能 

• インターネット上のあらゆる不適切なコンテンツをブロックし、フィルタリングしま
す。 

• カスタマイズ可能なプロフィール — 複数のお子様をお持ちなら、その年齢や成長の
度合いに合わせて設定を調整できます。 

• Mac OS Xのユーザアカウントと違和感なく融合します。 

• ユーザ毎の設定を簡単に行なえるアシスタントを搭載しています。 

• 保護のレベルを複数の選択肢から指定可能です。 

• すべてのユーザの設定が確認できる概要画面を用意しています。 

• あらかじめ内蔵されたフィルタにより、簡単に安全にコンテンツフィルタリングが行
なえます。 

• ウェブサイトをブロック — 特定のウェブサイトをブロックするか許可するか指定で
きます。 

• 操作履歴をすべて記録 — 訪問したサイト、ブロックしたサイト、チャット、電子メ
ール、アプリケーション、画面ショット、キー操作。 

• 外付けのディスクやボリュームをマウントしないようにできます。 

• 離れたコンピュータからリモートでウェブ管理できます。 

• ユーザごとに保護機能を簡単にオン／オフできます。 
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• ユーザに写真をつけることができ、ユーザを容易に識別、設定できます。 

• ストリーミング配信のメディア、ニュースグループ、ピアツーピアのソフトウェアを
ブロックできます。 

• チャットおよび電子メールをブロックできます。 

• アプリケーションを選択してブロックできます。 

• FTP/SFTP、SSH、SSL およびオンラインゲームのプロトコルをフィルタリングできま
す。 

• Intego メニューから、インターネットに設けられた制限時間の開始および停止を実行
できます。 

• ブロックされたサイトをその場で許可できます。 

• 検索エンジンから自動で別のサイトへ転送できます。 

• 曜日および時間帯でインターネットの利用を制限できます。 

• 略奪的小児愛者対策（AntiPredator )*）で、チャットセッションでの小児愛者が使う
常套句をブロックできます。 

• ユーザごとに詳細なインターネット使用履歴のログを記録できます。 

• トラフィックデータを記録し、インターネット使用状況の概要を把握できます。 

• プログラムの設定は認証されたユーザのみ変更できます。 

• NetUpdateを使用して自動的にアップデートができます。  

• 特定のイベントが発生したときに自動的に電子メールで通知できます。 

• ヘルプメニューからユーザーズマニュアルが呼び出せます。 
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インターネット: 制限のないコンテンツの世界 

インターネットは、胸躍る新たな地平です。情報、娯楽、そして楽しさに満ちあふれた世
界です。お客様も、ニュースのサイトからスポーツのサイト、ムービーから音楽へと、時
間を忘れてウェブサーフィンできることでしょう。しかし遅かれ早かれ、好むと好まざる
に関わらず、インターネットの暗い面にも遭遇するはずです。すると、そのすべてが以前
のように輝いては見えなくなってしまいます。場合によっては、情報検索の結果表示され
た一連のサイトが、探しているもののように思えたのに、実際に訪問してみると、その一
部はポルノ系のウェブサイトだったり、差別主義者のサイトだったり、またはカルト団体
のプロパガンダだったりすることがあります。検索エンジンの結果を頼りに無防備なユー
ザの訪問が増えるよう、ポルノ系ウェブサイト業者は、より一層一般的なキーワードを自
分たちのウェブサイトに盛り込むようになっています。 

 

インターネットが未来の図書館であることは疑いようがなく、お子様が宿題をするとき、
あるいは趣味を楽しむときに活用させたいとお考えかも知れません。しかしインターネッ
トで提供されているコンテンツのすべてをお子様に見せていいのでしょうか？お子様がイ
ンターネットを利用していれば、保護者がその肩越しに見張ってでもいない限り、容易に
不適切な内容に遭遇してしまいます。  

 

インターネットの歴史は浅く、研究所や大学という壁を越えて広がったその初期から、あ
りとあらゆる分野における新開地であり続けました。この自由な世界観こそ、インターネ
ットのパワーですが、同時にお子様にとっての危険も内包しています。  

 

インターネットを巨大な図書館や本屋が統合されたようなものだと言う人もいます。これ
は優れた例えです。しかしよく考えてみると、図書館でお子様を本当に自由にはさせない
でしょうし、本屋で売っているすべての本をお子さんに見せたいとも思わないでしょう。
インターネットの問題は、その特徴でもあるサイトから他のサイトへリンクできるハイパ
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ーテキストにあります。 この技術により、お子様がマウスボタンを一回クリックするだ
けで、無条件に不適切なコンテンツを利用できてしまいます。 

インターネットのコンテンツの種類 

お子様は、さまざまな用途でインターネットを使うでしょう。宿題をしたり、作文や絵画
や写真を発表したり、学校で発表するための資料を探したり、好きな歌手や映画について
調べたりします。多くのお子様は、特に MySpace や Facebook、Mixi などのサイトに自分
のページを持ち、興味や趣味について発表したり、世界中のチャットに参加したりしてい
ます。また、自分のブログを立ち上げ、相手が近所に住んでいるのか外国にいるのかに関
わらず、たくさんの友達とやり取りをするケースも増えてきています。 

 

ほとんどの場合、彼らの活動に危険は伴いませんが、多くの保護者はインターネットで入
手できるあまりに多くの題材について不安を抱いてしまいます。ポルノ画像や、暴力、賭
博、アルコールの宣伝、極端なイデオロギーなど、偶然にしろ意図的にしろ、簡単に見つ
け出すことができるからです。保護者は、お子様を書籍や雑誌の不適切な内容から守るの
が当たり前ですし、地元の図書館や学校には同様の気配りが期待できますが、インターネ
ットにはそのような保護はありません。  

 

さらにインターネットを使って訪問できる国によっても法律の内容が異なります。国や地
方によっては、こうしたコンテンツを管理する法律や条例が存在しますが、その他の地域
ではまったく法による管理がない場合もあります。賭博は多くの国で合法ですし、ポルノ
も同様です。そしてインターネットには、ご存知の通り国境がありません。 

コンテンツのフィルタリング 

成人には表現の自由がありますが、保護者の多くは、自分たちの子供には自らの倫理的な
基準に反するコンテンツから守られる権利があると考えています。表現の自由は確かに存
在し、また存在しなければなりませんが、お子様をその年齢や成長度によって不適切なコ
ンテンツから守る方法も存在するべきです。こうした不適切なコンテンツには、ウェブサ
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イト、チャットルーム、ニュースグループ、あるいは電子メールも該当する可能性があり
ます。そしてインターネット上のどの情報へのアクセスをお子様に許すかは、保護者の判
断に委ねられます。 

 

最善の解決策は、ContentBarrier X5 のようなプログラムを利用して、インターネット上の
コンテンツをフィルタリングすることです。当プログラムでは、使用するフィルタの種類
と、適用されるフィルタリングのレベルを指定できます。また最高度のセキュリティを実
現するために、当プログラムに保護者が追加した信頼できるサイトの利用だけをお子様に
許可したり、特定のアプリケーションの使用だけを許すことができます。 

お子様が責任を持ってネットサーフィンができる手助けをしてあげるには 

お子様が自ら責任を持ってネットを利用できるよう手助けする最適の方法は、隣に立って
正しいコンテンツがどれかを選んであげることです。しかし保護者すべてに時間的にも可
能なことではありませんし、お子様にある程度の自由を与えることも重要です。
ContentBarrier X5 を使用すれば、お子様から遠ざけたいコンテンツはフィルタリングし、
信頼するサイトあるいは特定のアプリケーションの利用だけを許可することが可能です。
さらに ContentBarrier X5でお子様のインターネット利用状況を記録できますので、自由に
させつつ、その行動を後で確認することができます。お子様がコンピュータを操作してい
る際の画面ショットを撮ったり、キー操作さえも記録しておくことができます。さらに
ContentBarrier X5のウェブ管理機能を使えば、お子様のインターネットやMacの利用状況
の詳細な記録や、どのウェブサイトをブロックしたか、または許可したかといったログを
離れた場所から確認することができます。 

 

会社におけるコンテンツのフィルタリング 

保護者は、インターネットのコンテンツをフィルタリングすることでお子様を守ろうとし
ますが、会社の管理者も同様の手法で会社の業績を守る必要があります。インターネット
は社員に無尽蔵な情報の源泉を提供しますが、同時に時間を無駄遣いする機会も提供して
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しまいます。いったいどのくらいの社員が、仕事中にインターネットでショッピングをし
たり、ネットワークゲームをプレイしたり、個人的な電子メールを送受信し、MP3 ファ
イルをダウンロードして、生産性の低下をもたらすと共に貴重なネットワーク帯域を消費
しているでしょうか？ContentBarrier X5 は、様々な種類のサイト、コンテンツおよびプロ
トコルの利用をブロックすると共に、仕事上必要であろうウェブサイトに絞ったフィルタ
を搭載することで、この問題を解決します。  

生産性の最適化 

インターネットは、最新の情報を提供し、迅速な意思疎通を実現することで社員の生産性
を向上させる手助けをします。しかし、この生産性は、社員がネットでゲームをプレイし
たり、スポーツの勝敗をチェックしたり、個人的にデイトレーディングの情報収集を始め
てしまうと、あっという間に低下します。また、社員は貴重な時間を転職の活動に使い、
オンライン転職情報サイトを使って電子メールで経歴書を送っているかも知れません。
ContentBarrier X5 は、ショッピング、財務、あるいは就職など指定したサイトの利用をブ
ロックし、生産性の最適化を助けます。  

帯域の最適化 

お使いのネットワーク帯域は貴重なものです。単にお金がかかっていると言うだけでなく、
大きなファイルを送受信しなければならない時には、十分な帯域が利用できる必要があり
ます。社員が MP3 ファイルやソフトウェア、ムービーなどをダウンロードするために帯
域を浪費していたら、ネットワーク速度の低下を体感できるでしょう。ContentBarrier X5

では、ストリーミングメディアやピアツーピア・ソフトウェアをブロックすることで帯域
を保護すると共に、社員が著作権法を犯して違法なコンテンツをダウンロードしたりしな
いように対策を講じることができます。 

会社を守る 

社員が仕事中にポルノサイトを利用していたら、単に生産性が落ちるだけでなく、会社自
体がセクハラの責任を問われる可能性もあります。会社には、そのネットワーク上を流れ
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る情報について責任がありますので、社員が個人的な電子メールを会社のメールサーバ経
由で送ることも、責任を問われ、場合によっては告訴される可能性となります。
ContentBarrier X5 は、多様なフィルタでブロックするウェブサイトを多角的に設定でき、
社員が常に仕事に集中できる環境を提供します。 
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必要なシステム環境 

• PowerPCまたは Intelプロセッサを搭載し、公式にサポートされたMac OS X互換コン
ピュータ 

• Mac OS X 10.4以降 

• 最低 20 MBのハードディスク空き容量 

 

注意: ContentBarrier X5は Mac OS X 10.5（Leopard）および 10.4（Tiger）に対応していま
す。 

 

ContentBarrier X5のインストール 

ContentBarrier X5 のインストールやシリアル登録などの情報については、プログラムに付
属している 「Intego クイックスタートガイド」を参照してください。インターネットか
らのダウンロードで ContentBarrier X5を購入された場合は、このマニュアルはソフトウェ
アと一緒にダウンロードしたディスクイメージにあります。CD または DVD で
ContentBarrier X5を購入された場合は、このマニュアルはディスク上にあります。 
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第 4章 – ContentBarrier X5

の設定  
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ContentBarrier X5セットアップ・アシスタント 

Intego ContentBarrier X5 は、お使いの Macintosh の「アプリケーション」フォルダにイン
ストールされます。ContentBarrier X5 を開くには、このフォルダを開き、下図の
ContentBarrier X5 アプリケーション・アイコンをダブルクリックしてください。または、
Dockにある ContentBarrire X5アイコンをクリックして起動することもできます。 

 

はじめて ContentBarrier X5を起動すると、ContentBarrier X5セットアップ・アシスタント
が開きます： 
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また、ContentBarrier X5 の「ウインドウ」メニューから「セットアップ・アシスタント」
と選択すれば、いつでもセットアップ・アシスタントを起動できます。  

 

このアシスタントは、必要な設定を順を追って行ないながら、ContentBarrier X5 でフィル
タリングするコンテンツの種類やフィルタリングの仕組みを説明します。ユーザに対する
フィルタリングの設定を開始するには、「続ける」をクリックしてください。前の画面へ
戻りたければ、「戻る」ボタンをクリックしていつでも戻れます。 
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管理用パスワードの設定 

ContentBarrier X5セットアップ･アシスタントの 2番目の画面では、ContentBarrier X5の管
理者パスワードを設定します。  

 

 

 

ContentBarrier X5 の設定を変更するには、常に管理用パスワードが必要となります。これ
により管理者以外のユーザが勝手に自分の設定の内容を変更することができなくなります。
ContentBarrier X5では、Mac OS Xの管理者パスワードを流用するか、ContentBarrier X5専
用で使用する管理用パスワードを設定するかを選ぶことができます。 
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Mac OS Xの管理者パスワードを使う利点は、保護されたMacの管理者権限を持つすべて
のユーザが、ContentBarrier X5 の設定も変更できる点です。Mac OS X では、複数のユー
ザが管理者権限を持つことができますから、これにより、例えば学校のような環境で、
ContentBarrier X5 の設定を変更できる管理者を常にどこかで見つけることが可能となるで
しょう。 

 

ContentBarrier X5 を自宅で使うコンピュータにインストールした場合は、管理者は 1 人だ
けというのが普通です。この場合もMac OS Xの管理者パスワードを使えますが、セキュ
リティのことを考えれば、または ContentBarrier X5の設定を変更できる人間を一部の管理
者に限定したければ、ContentBarrier X5 専用のパスワードを設定します。ContentBarrier 

X5 専用の管理者用パスワードを設定するには、「ContentBarrier X5 専用のパスワードを
使用する」を選択します。表示されたフィールド、「パスワード」にパスワードを、「確
認」フィールドにもう一度確認のため同じパスワードを入力し、「ヒント」フィールドに
はパスワードを思い出すためのヒントを入力してください。  

 

 

 

次の画面へ進むには、「続ける」をクリックし、前の画面へ戻るには「戻る」をクリック
します。 

 

このパスワードは「環境設定」ウインドウの「パスワード」ペインでいつでも変更できま
す。「パスワード」ペインを開くには、「ContentBarrier X5」 > 「環境設定…」と選択し
ます。 
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自動アップデート 

アシスタントの次の画面では、ContentBarrier X5 ソフトウェア本体およびそのフィルタの
更新があった場合、自動的にアップデートするかどうか、する場合はアップデートをチェ
ックする頻度を設定します。デフォルトでは、アップデートの確認は週 1 回実行されます。
頻度はポップアップメニューで 1日 1回に増やしたり、月 1回に減らせます。「アップデ
ートを自動的に確認する」チェックボックスのチェックを外せば、アップデートは自動的
にチェックされなくなります。また「今すぐアップデートを確認」ボタンをクリックする
と、NetUpdate が起動し、その場でアップデートのチェックが行えます。NetUpdate の使
い方の詳細については、「Integoクイックスタートガイド」を参照してください。 

 

 

希望する設定を選んだら、「続ける」をクリックして次の画面に進みます。 
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ユーザの選択 

アシスタントの次の画面では、どのユーザの設定を行なうか指定します。この画面には、
お使いの Macに登録されたすべてのユーザアカウント（Mac OS Xやその他のソフトウェ
アで作成された特別な種類のアカウント、たとえばゲストアカウントも含みます）が表示
されます。  

 

 

 

ユーザアカウントには、管理者と標準のユーザの 2 種類があります。管理者とは、ソフト
ウェアのインストールやプログラムの起動を制限したりと、お使いのコンピュータにシス
テムレベルの変更を加える権限があるアカウントです。ContentBarrier X5 で管理者アカウ
ントを保護しようとすると、“セキュリティ上、フィルタリングを適用するユーザに管理
者権限を与えるべきではありません。”という警告が表示されます。この警告が表示され
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る場合でも ContentBarrier X5で保護するよう設定することはできますが、管理者権限を行
使されれば、保護設定を変更または削除されてしまう可能性があります。 

 

ContentBarrier X5 専用のパスワードを設定した場合は、管理者権限のあるユーザでも
ContentBarrier X5 の設定を変更することはできません。ContentBarrier X5 専用パスワード
を設定することで、管理者でもこのプログラムの設定を変更できなくなりますが、管理者
ユーザなら誰でもこのプログラム自体のアンインストールは実行可能です。ですから、
ContentBarrier X5 専用のパスワードを設定しない場合は、コンテンツをフィルタリングし
たいユーザのアカウントは、常に標準ユーザにしておくことが理想です。 

 

ユーザに管理者権限を追加あるいは除去したり、ユーザアカウントそのものを追加、編集、
または削除するなど、ユーザアカウントに変更を加える場合は、「Mac OS X ユーザアカ
ウントを管理」をクリックしてください。するとアカウント環境設定画面が開きます。ユ
ーザアカウントの管理方法についての詳細は、Mac OS Xヘルプを参照してください。 

 

ユーザの設定を行うには、ユーザ名の隣にあるチェックボックスをチェックして、「続け
る」をクリックします。これ以降のアシスタント画面で設定する保護が、ここで選択した
ユーザすべてに適用されます。各ユーザに対する設定は後から個別にカスタマイズできま
す。ユーザ一人一人について、このセットアップ･アシスタントで設定を行うこともでき
ます。その場合は個々のアカウントについて「ウインドウ」 > 「セットアップ・アシス
タント」と選択しアシスタントを実行します。 

 



 

 

 

Intego ContentBarrier X5 ユーザーズガイド         ページ "% 

 

ウェブフィルタリングの設定 

次に、選択したユーザについて、特定のウェブサイトへのアクセスを制限するかどうか、
3通りのオプションから選択します。オプションは以下の通りです： 

 

• すべてのウェブサイトへのアクセスを許可する。 
• 一部のカテゴリのウェブサイトをブロックする。一般的なカテゴリリストから、選択
したカテゴリに属するコンテンツが含まれるサイトをブロックします。 

• 選択したウェブサイトのみ許可する。ユーザにアクセスを許可するウェブサイトを“ホ
ワイトリスト”として指定し、ウェブサイトへのアクセスを制限します。 
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デフォルトでは、特定のカテゴリ（Sex／ポルノ、アルコール、ハッキング、人種差別、
暴力、賭博）のウェブサイトをブロックするよう設定されています。各カテゴリにあるチ
ェックボックスで、ブロックするかしないかを設定します。お客様が実際に特定のウェブ
サイトを閲覧してどのカテゴリに該当するかを確かめてみる必要がないよう、Intego 社で
は紛らわしいウェブサイトのリストを随時更新しています。更新した情報は
ContentBarrier X5 フィルタとして、NetUpdate を使ってダウンロードおよびインストール
していただけます。 

 

選択したウェブサイトのみ許可する場合は、許可するウェブサイトのリストを作成するま
で、該当ユーザはどのウェブサイトへもアクセスできなくなります。アクセスを許可する
サイトのリストにサイトを追加するには、画面下部の「＋（プラス）」ボタンをクリック
します。すると“www.example.com”という記入例が挿入されます。 
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実際のサイトの URL に変更するには、行をダブルクリックして編集可能な状態にし、サ
イトの URL を入力します。指定したドメインのサブドメインへもすべてアクセスが許可
されるので注意してください。たとえば google.com と指定すれば、www.google.com への
アクセスも、maps.google.com へも、さらに news.google.com へのアクセスも許可されます。
逆に、サブドメインへのアクセスを許可しても、それが親ドメインへのアクセス許可には
なりません。たとえば www.google.com と指定しても、ユーザは google.com-www.がない
URL.へはアクセスできません。  

 

希望する設定を選んだら、「続ける」をクリックして次の画面に進みます。 
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チャットフィルタリングの設定 

この画面では、チャットにどのフィルタを使用するかを選択します。 

 

 

 

以下の 3種類のオプションがあります： 

• チャットのフィルタリングをしない：ユーザに制限なくチャットを許可します。 

• 略奪的小児愛者の常套句をブロックする：ユーザにチャットを許可しますが、チ
ャットセッション中に略奪的小児愛者が使う常套句をフィルタリングする
ContentBarrier X5 の AntiPredator 機能をオンにします。（“略奪的小児愛者”の常套
句のリストの確認および管理方法については、後述の“チャットのフィルタリング”
セクションで解説します。） 
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• すべてのチャットをブロックする：ユーザによるチャット・アプリケーションの
使用を禁止します。 

 

希望する設定を選んだら、「続ける」をクリックして次の画面に進みます。 

 

記録の設定 

この画面では、操作中の画面の状態やキーボード操作など、ContentBarrier X5 のログに記
録するユーザの行動を設定します。  

 

 

 

1 つめのオプションは、ContentBarrier X5 で画面の状態を撮影するかどうかを設定します。
撮影の対象は、「メインウインドウ」（一番手前のウインドウ）、または「すべての画
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面」（コンピュータに表示されているものすべてが対象で、追加のモニタがあればそれも
含まれます）で、ポップアップメニューから選択します。また画面ショットを撮影する頻
度を、1分毎から 999時間毎の範囲で設定できます。 

 

2 番目のオプション、「キーボード操作を記録する」をチェックすると、設定しているユ
ーザを対象にすべてのアプリケーションにおけるキーボード入力が記録されます。撮影し
た画面ショットの画像ファイルやキー入力のテキストファイルは、ContentBarrier X5 のロ
グから確認できます。詳しくは“ログの活用”を参照してください。 

 

希望する設定を選んだら、「続ける」をクリックして次の画面に進みます。 
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報告の設定 

この画面では、ContentBarrier X5 からのユーザのインターネット使用状況に関する報告を
電子メールで受け取るか、またはウェブで確認するか、さらにその報告の詳細度などを設
定します。ここでの報告の設定に関わらず、ContentBarrier X5 のログを開けば、いつでも
ユーザの使用状況を確認できます。詳しくは後述の“ログの活用”を参照してください。 

 

 

 

ユーザのインターネット使用状況について電子メールで報告を受け取るには、1 番目のチ
ェックボックスをチェックします。報告の詳細度は、「簡単な報告」、「詳細な報告」、
「圧縮した詳細な報告」、または「ブロックした項目の報告」の中からポップアップメニ
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ューで選択します。各報告についての詳しい解説は、後述の“ログ報告の書き出し”セクシ
ョンを参照してください。 

 

報告の頻度は毎日（このオプションを設定した時刻に）または、毎週（このオプションを
設定した曜日および時刻に）のいずれかの頻度を選択できます。  

設定するテキスト内容のルールに基づいて、ContentBarrier X5 で略奪的小児愛者の常套句
が検出されたら随時電子メールで通知を受け取るには、2 番目のチェックボックスをチェ
ックします。  

 

電子メールで通知を受け取るには、送信に使う電子メールサーバや、受取者の電子メール
アドレス、送信者として表示される送信元を設定しておく必要があります。これら電子メ
ールの設定を行うには、「電子メールを設定」をクリックします。 

 

 

 

「送信者」ボックスには、電子メールを受け取ったときに送信者として表示させたい電子
メールアドレスを入力します。「受信者」ボックスには、「＋（プラス）」ボタンをクリ
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ックして受信者を追加し、電子メールアドレスを入力します。電子メールアドレスを削除
するには、選択して「ー（マイナス）」をクリックします。 

 

ウインドウの残りのフィールドでは、サーバ、ユーザ名とパスワード、認証方法と、どの
ように電子メールを送信するかを設定します。これらの設定はお使いの電子メールのクラ
イアント・ソフトウェアで確認できるはずですが、見つからない場合は ISP またはお使い
のコンピュータの管理者に相談してください。 

 

「OK」をクリックすると、電子メールの設定が保存されウインドウが閉じます。次にウ
ェブ管理機能の設定をします。Intego 社が提供する無料のウェブ管理機能のアカウントを
まだ作成していない場合は、「アカウントを新規作成し、ウェブ管理機能を有効にする」
を選択します。すると自分の電子メールアドレスとパスワードを入力し、確認のためパス
ワードをもう一度入力するよう求められます。（すでにアカウントをお持ちの場合は「既
存のアカウントを使用して、ウェブ管理機能を有効にする」を選択します。またウェブ管
理機能を利用しない場合は、「ウェブ管理機能を有効にしない」を選択します。） 

 

 

 

報告の設定が完了したら、「続ける」をクリックしてセットアップ・アシスタント最後の
画面へ進みます。なお、このときウェブ管理機能で使用するアカウントを新規に作成する
場合、作成状況を表示するメッセージが表示されます。 
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アシスタント設定の完了 

一連のセットアップを完了すると、確認画面が表示されます。「設定」をクリックすると、
セットアップ・アシスタントで設定した内容が適用され、ContentBarrier X5 のメインウイ
ンドウが開きます。 

 

 

 

これで設定が完了しました。ContentBarrier X5 を使用して、ユーザのインターネット使用
を設定に基づいて制限できるようになりました。すでに設定を済ませたユーザの設定を変
更したり、さらに新たなユーザに適応する設定をセットアップ・アシスタントを使って行
うには、ContentBarrier X5 を起動し、「ウインドウ」 > 「セットアップ・アシスタン
ト」と選択すれば、いつでも実行できます。 
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ウェブ管理機能の設定 

ContentBarrier X5 には、任意のウェブブラウザを使用して、遠隔地からでもお使いのコン
ピュータにおけるインターネットの使用状況をモニタリングできるウェブ管理機能が搭載
されています。ContentBarrier X5 セットアップ・アシスタントでアカウントを作成しなか
った場合は、最初にアカウントを作成します。「ContentBarrier X5」 > 「環境設定」と選
択し、「ウェブ管理機能」アイコンをクリックします。 

 

 

 

ContentBarrier X5 ウェブ管理機能のアカウントを新規に作成するには、「登録…」をクリ
ックします。表示されたシートに、ご自分の電子メールアドレスとアカウント用のパスワ
ードを入力し、確認のためもう一度パスワードを入力します。「作成」をクリックしてア
カウントを作成します。アカウントを作成したら、電子メールアドレスとアカウント用の
パスワードを入力し、「サインイン」をクリックしてサインインします。  

 

サインインすると、ウェブ報告が有効であることをお知らせする画面に切り替わります。
必要に応じて、この画面でウェブ報告を無効にすることもできます。ContentBarrier X5 ウ
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ェブ管理ページに接続するには、「ウェブ管理機能を開く」をクリックします。ウェブブ
ラウザでログイン・ページが開きますので、ウェブ管理機能用の電子メールアドレスとパ
スワードを入力します。  

 

ウェブ管理ページにログインすると、設定したすべてのユーザについて、インターネット
使用状況に関するログの一覧が表示されます。ContentBarrier X5 のオンライン・ウェブ管
理機能についての詳しい説明は、ウェブページ上の「ヘルプ」ボタンをクリックして表示
されるオンラインヘルプを参照してください。 
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ユーザの管理 

ContentBarrier X5 の設定を行えるのは、ほかのすべてのユーザに対し、インターネットへ
のアクセスを制限したり許可したりする権限を持った/01（この場合はあなた）に限
られます。お子様や従業員など、監視する対象のことを234と呼びます。このセクシ
ョンでは、どうやってユーザを作成したり削除するか、また管理者がどのようにユーザの
表示を調整するかについて説明します。 

 

セットアップ・アシスタントのステップを一通り実行したとき、またその後
ContentBarrier X5を起動したときに表示されるのがメインウインドウです。 
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左側にはユーザリストが表示されます。ユーザを 1 人クリックして選択すると、右側には
そのユーザに適用されている設定の内容が表示されます。ユーザ・アイコンの隣には、頻
繁に使用する機能に簡単にアクセスできるよう、2 つのチェックボックスがあります。
ContentBarrier X5 のフィルタリングによる制限を切り替える「このユーザの保護を有効に
する」オプションと、特定のアクセスが試みられたときに通知を送るかどうかを切り替え
る「電子メール通知を送る」オプションです。（電子メールで受け取る通知の設定につい
て詳しくは、“ログの環境設定”セクションを参照してください。） 

 

Mac OS X 10.5（Leopard）以降では、Mac OS Xの「アカウント」環境設定ペインで“ゲス
ト”アカウントを設定できます。ゲストアカウントを有効にすると、お使いの Mac へ誰で
も一時的にログインできるようになり、そのゲストには通常アカウントと同じアクセス権
が付与されます。ですがログアウトすると、ゲストアカウントのホームフォルダおよび内
包されるファイルはすべて削除されます。これは、ほかの誰かにお使いの Mac を一時的
に使わせてあげる場合に便利です。 

 

「アカウント」環境設定でゲストアカウントを作成した場合は、ContentBarrier X5 でもこ
のゲストアカウントがユーザリストに表示されます。ゲストアカウントに適用した設定は、
ゲストとしてシステムにログインしたユーザ全員に適用されます。ですので、お子様が友
人に Mac を使わせてあげるような場面を想定すると、ゲストアカウントにはお子様と同
等の保護設定を適用しておいてもいいでしょう。 
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ユーザの表示方法を変更 

ContentBarrier X5 は、デフォルトでは、プログラムのウインドウの左の列に大きなアイコ
ンのシルエットとしてユーザを表示します。この表示方法は、各ユーザの画像、名前など
をカスタマイズすることができます。 

 

ユーザリストの下部にある「アクション」ボタンをクリックして、ユーザのアイコンを小
さなアイコンにしたり、フルネームで名前を表示したりできます。選択した内容に合わせ
て、表示方法が変わります。 

 

 

小さなアイコンは、リストに多くのユーザがいる場合に実用性が高く、また同じ名字のユ
ーザが複数いるならフルネームの表示が便利です。 

 

 

 

これらの変更は、「表示」メニューを選び、「小さなアイコンを使用」あるいは「フルネ
ームを表示」を選ぶことでも実行できます。 
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ユーザ・プロフィールの保存 

ユーザのプロフィールを 1 つ作成したら、同じプロフィールをほかのユーザにも適用でき
ます。そのためには、まず 1 人のユーザに対してフィルタリングの適用などすべての設定
を行います。ContentBarrier X5 のユーザリストから、設定を仕上げたユーザを選択し、
「ファイル」メニューまたはメインウインドウ下部の「アクション」メニューから「プロ
フィールを書き出し…」を選択します。 

 

 

 

プロフィールに名前を付け、好きな場所へ保存します。 

 

 

 

書き出したプロフィールをほかのユーザに適用するには、ユーザリストでプロフィールを
適用したいユーザを選び、「ファイル」メニューまたはメインウインドウ下部の「アクシ
ョン」メニューから「プロフィールを読み込み…」を選択します。「ファイルを開く」ダ
イアログボックスで、保存してあるプロフィールを指定し、「OK」をクリックします。
このプロフィールに含まれたすべての設定が、指定したユーザに適用されます。読み込ん
だプロフィールの設定に編集を加えることで、このユーザの設定を変更できますが、保存
されているプロフィールそのものには影響しません。このように、複数のユーザの基本設
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定となる標準的なプロフィールをあらかじめ用意し、ほかのユーザに適用し、必要に応じ
たカスタマイズをすることができます。年齢別や熟練度などさまざまな角度からユーザを
分類して、それに応じたプロフィールを構成しておき、プロフィールの読み込み／書き出
し機能で、随時新しいユーザに適切なプロフィールを適用すれば、スムーズな運用が可能
です。 

ユーザアイコンの編集 

ContentBarrier X5 のユーザリストに表示されるユーザアイコンは、ユーザごとに関連付け
られており、ユーザを簡単に識別できるようそのユーザの写真を使うこともできます。ユ
ーザのアイコンを変更するには、まずユーザリストでユーザをクリックします。ユーザを
選択すると、ContentBarrier X5ウインドウの上部にそのユーザの情報が表示されます。 

 

 

 

ユーザ情報のユーザアイコンをクリックします。デフォルト
のシルエットから選ぶか、「画像を編集」を選んでユーザの
写真を追加してください。 
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画像を枠内にドラッグするか、「選択」をクリックして写真の保存場所を参照します。ご
使用の Mac にカメラが搭載または接続されている場合は、その場でビデオスナップショ
ットを撮影できます。画像または写真を選択したら「設定」をクリックして適用し、ユー
ザ情報に変更した内容を保存するために「保存」をクリックしてください。 
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ContentBarrier X5の設定をさらに精緻化する 

前章、“ContentBarrier X5の設定”では、ContentBarrier X5のセットアップ･アシスタントを
使って、ユーザの作成や設定方法について説明しました。ContentBarrier X5 のメインウイ
ンドウでは、各ユーザの設定や過去のインターネット使用状況の概要を確認できるだけで
なく、設定のさらに詳細なオプションを調整できます。 
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ContentBarrier X5 を起動すると、上図のようにメインウインドウが開き、左側のユーザリ
ストで選択したユーザの情報が表示されます。表示される内容は以下の通りです： 

 

• 23456：画面の上部には、ユーザの名前、このユーザのインターネットへの
アクセスにフィルタリングを適用するかどうか、またこのユーザのインターネッ
ト使用状況について報告を受けるかどうかの設定が表示されます。またユーザの
シルエットあるいは写真を設定してればその写真が表示されます。 

• 789:;<：画面中央には、ContentBarrier X5 の各フィルタの現在の設定が表
示されます。各フィルタの隣にある色つきの丸いアイコンは、フィルタリングの
レベルを示しています。緑はアクセス制限や監視をしていない状態、オレンジは
ある程度の制限をしている状態、赤はアクセスをブロックしているか監視してい
る状態を意味します。さらに各フィルタのレベルを示すアイコンの隣には、各フ
ィルタおよびフィルタリングの状態の説明が表示されます。 

• =>?@：画面下部には、訪問したウェブページ数や、ブロックしたウェブペー
ジ数など、ユーザのインターネット使用状況が表示されます。グラフ部分は、ア
クセス履歴の統計です。デフォルトでは過去 24 時間の統計が表示されます。グラ
フのタイトル、“過去 24 時間の統計”をクリックすると、過去 7 日間、30 日間分の
統計に切り替えることができます。一般に、表示されるウェブページ数は実際に
訪問したページ数よりも多くなります。大多数のウェブページは複数の要素から
構成され、各要素の読み込みごとにウェブサーバへのリクエストが発生します。
そして各リクエストがページ数としてカウントされるためです。 

 

下図の「ログ」ボタンをクリックすれば、選択したユーザのログを表示することもできま
す： 

 

 

ログについての詳細は、本マニュアル後半の“ログの活用”を参照してください。 
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ContentBarrier X5によるインターネット・コンテンツのフィル
タリングの仕組み 

ContentBarrier X5 ではフィルタリング機能を 4 つのカテゴリに分類しています：ウェブ、
チャット、アプリケーション、そしてその他です。さらに、ユーザが関知しない状態でそ
のユーザの操作を記録できる機能（“記録”）や、管理者が設定したスケジュールを元にユ
ーザのインターネットへのアクセス自体を制限できる機能（“スケジュール”）も搭載して
います。ContentBarrier X5 のメインウインドウのユーザ情報の下には、これら合計 6 つの
機能を設定するためのボタンが用意されています。 

 

 

 

これ以降、これら 6 つのツールを詳しく解説します。「概要」ボタンをクリックすれば、
いつでも概要画面へ切り替えられます。  
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ウェブフィルタリング 

本マニュアル前半の“ウェブフィルタリングの設定”セクションで説明したように、
CotentBarrier X5 には特定のウェブページへのアクセスをブロックするためのオプション
が 3 つ用意されています。オプションは以下の通りです：すべてのウェブサイトへのアク
セスを許可する、選択したカテゴリのウェブサイトをブロックする、選択したウェブサイ
トのみ許可する。各オプションを選択すると、そのオプション専用の画面に切り替わりま
す。セットアップ・アシスタントで表示された設定に加え、さらに詳細なオプションが設
定できます。 

 

「すべてのウェブサイトへのアクセスを許可する」オプションには、関連する設定はあり
ません。このオプションを選択すると、選択したユーザは制限なくウェブサイトへアクセ
スできます。 

「選択したカテゴリのウェブサイトをブロックする」オプションは ContentBarrier X5のデ
フォルト設定です。「カテゴリ」、「信頼するサイト」、「ブロックするサイト」、「キ
ーワード」、「詳細設定」という、5 つのタブに分かれたさまざまなオプションが用意さ
れています。 

 

このオプションを選択すると、デフォルトでは「カテゴリ」タブが開き、ウェブサイトの
カテゴリリストで特定のカテゴリ（Sex／ポルノ、アルコール、ハッキング、人種差別、
暴力、賭博）をブロックするよう設定されています。選択したユーザについてほかのカテ
ゴリのウェブサイトもブロックするには、カテゴリリストで該当するカテゴリのチェック
ボックスをチェックします。逆に閲覧を許可するにはチェックボックスのチェックを外し
ます。（フィルタリングは、ウェブページに埋め込まれたキーワードの分析、および
Intego 社が保守するウェブサイトのリストに基づいて行われます。なお、このウェブサイ
トのリストは定期的に NetUpdateで更新されます。） 
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また、Control キーを押しながらカテゴリをクリックしてコンテキストメニューを表示し、
「選択したカテゴリをブロックする」または「選択したカテゴリを許可する」を選択する
方法でも、ユーザに対してどのカテゴリをブロックするかどうかを設定できます。カテゴ
リリストで Shift キーを押しながらクリックすれば連続する複数のカテゴリを選択できま
す。Command キーを押しながらクリックすれば、任意のカテゴリを一度に選択できます。 
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次に「信頼するサイト」タブをクリックし、禁止されたカテゴリに該当するかどうかに関
わらずアクセスを許可するウェブサイトを設定します。アクセスを許可するサイトのリス
トにサイトを追加するには、画面下部の「＋（プラス）」ボタンをクリックします。する
と“www.example.com”という記入例が挿入されます。実際のサイトの URL に変更するには、
行をダブルクリックして編集可能な状態にし、サイトの URLを入力します。 

 

指定したドメインのサブドメインへもすべてアクセスが許可されるので注意してください。
たとえば google.com と指定すれば、www.google.com へのアクセスも、maps.google.com へ
も、さらに news.google.com へのアクセスも許可されます。逆に、サブドメインへのアク
セスを許可しても、それが親ドメインへのアクセス許可にはなりません。たとえば
www.google.com と指定しても、ユーザは google.com（www.がない URL）へはアクセスで
きません。 

 

 

 

信頼するサイトのリストからサイトを除去するには、選択して Deleteキーを押すか、リス
ト下部の「－（マイナス）」ボタンをクリックします。 

 

「ブロックするサイト」および「キーワード」タブの設定は、「信頼するサイト」タブで
の設定方法と同様です。それぞれタブ名が示すとおり、以下のリストを作成します： 
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• たとえそのウェブサイトが禁止されたカテゴリに当てはまらなくても、ユーザは「ブ
ロックするウェブサイト」のリストにあるサイトにはアクセスできません。 

• ユーザは「キーワード」リストに登録されたキーワードが含まれるウェブサイトには
アクセスできません。 

 

各オプションの間で設定に矛盾がある場合（たとえば信頼するサイトとブロックするサイ
トに同じウェブサイトを登録してある場合など）、そのサイトは ContentBarrier X5によっ
てブロックされます。 

 

「選択したカテゴリのウェブサイトをブロックする」オプションの最後のタブは「詳細設
定」タブです。  

 

 

 

このタブには 2つの設定があります： 

• 「セーフサーチを有効にする」をチェックすると、代表的な検索エンジンの一部、た
とえば Google や Yahoo などで提供されているセーフサーチ機能を利用して、検索結
果に疑わしいサイトが表示されないよう設定できます。さらに制限を強めて、「検索
エンジンの転送先:」ポップアップメニューからいずれかのウェブページを選択すれば、
ユーザにこれらのサイトを使用した検索が行えないようにすることも可能です。（新
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たにウェブページや、お使いのコンピュータに保存されたファイルへの参照をポップ
アップメニューに追加するには、「編集…」をクリックします。） 

• 「暗号化されたウェブサイトをブロックする」をチェックすると、HTTPS プロトコル
を使用したサイトへのアクセスをブロックします。HTTPS プロトコルは、主に金銭や
機密情報のやり取りを目的とするサイトで利用されるためです。ほとんどすべてのオ
ンライン・ショッピング・サイトを効果的にブロックできるようになりますが、その
他のサイトも弊害的にブロックされる可能性もあります。 

 

「選択したウェブサイトのみ許可する」オプションには、以下のタブがあります： 

• 「ホワイトリスト」タブをクリックしてホワイトリストを作成します。ホワイトリス
トとは、前述の「信頼するサイト」リストとまったく同じ機能を果たします。 

• 「検索」タブをクリックして、前述のセーフサーチ機能を有効にするかどうかを設定
します。 

 

ウェブフィルタリングの最下部のオプション、「ブロックしたウェブサイトの転送先:」
ポップアップメニューでは、ユーザがブロックされたウェブサイトを表示しようとしたと
きに、強制的にどこへ転送するかを指定します。これは、ウェブサイトへのアクセスをど
のようにフィルタリングした場合にも共通です。 

 

 

 

デフォルトでは、なぜ ContentBarrier X5がアクセスをブロックしたかをお知らせするウェ
ブページに転送されます。 
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たとえばブロックする必要がないと判断したなどの理由で、ブロックされたページへのア
クセスをユーザに許可するには、このページにある「このウェブサイトを許可…」ボタン
をクリックします。ダイアログボックスが表示され、サイト全体（この例の場合は
“example.com”）に対してアクセスを許可するか、ユーザがアクセスしようとしたウェブペ
ージのみ許可するか、入力した URL を含むウェブページすべてを許可するかを選択でき
ます。 
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「プレビュー」や「ロック解除」をクリックすると、通常のユーザが許可なくフィルタリ
ングの設定を変更するのを防ぐため、管理者パスワードを入力するよう求められます。
（管理者以外のユーザは、「キャンセル」をクリックして該当のサイトをブロックしたま
まの状態にする操作しかできません。） 

 

「プレビュー」をクリックすると、要求されたページが安全であるかどうかを確認するた
め、そのページのプレビューが表示されます。「ロック解除」をクリックすると、サイト
全体、そのウェブページ、または入力した URL を含むページのいずれか、選択したオプ
ションの範囲のアクセスを許可します。 

 

ウェブサイトが不当にブロックされていると思う場合は、「このリンクを提出」をクリッ
クしてください。Intego 社へ報告が送信されます。Intego 社で報告を受けたページについ
てブロックするのが妥当かどうかを検証いたします。 
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チャットのフィルタリング 

ContentBarrier X5は、チャットセッションをフィルタリングあるいはブロックし、iChatや
ICQ、AIM といったインスタントメッセージ・ソフトウェアなどのチャット・プログラム
を利用しているお子様を保護する強力な機能を搭載しています。AntiPredator 機能は、ユ
ーザについての個人的な情報を聞き出そうとする略奪的小児愛者の常套句をチャットテキ
ストからフィルタリングする機能です。たとえば、“家に一人でいるの？”や「電話番号を
教えて」などの質問の常套句も含まれます。 

 

チャットのフィルタリングを有効にするには、メインウインドウ左側のユーザリストから
設定するユーザを選択し、「チャット」ボタンをクリックします。ウェブのフィルタリン
グと同様に、次の 3 つのオプションがあります：「すべてのチャットを許可する」、
「AntiPredator で疑わしいフレーズをブロックする」、および「すべてのチャットをブロ
ックする」。すべてのチャットを許可またはブロックする設定は、文字通りなので説明を
省略し、疑わしいフレーズをブロックする方法について詳しく解説していきます。  
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ContentBarrier X5 の AntiPredator 機能には、受信データのフィルタとして一連の基本的な
フレーズ（常套句）が、複数の言語であらかじめ登録されています。登録されているフレ
ーズのフィルタの表示方法は、すべてのフレーズ、特定言語のフレーズ、あるいはリスト
に自分で追加したカスタムのフレーズだけ、などが選べます。フレーズの表示方法を切り
替えるには、以下のように操作します： 

 

• キーボードから Controlキーを押しながら任意のフレーズをクリックする 

• 「アクション」メニュー（フレーズリストの下部にあるギアアイコン）をクリックす
る 
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デフォルトでは、チャットのフィルタリングを有効にすると、すべての AntiPredator フレ
ーズが有効になります。いずれかのフレーズをフィルタリングから外すには、そのフレー
ズのチェックを外すか、選択して「アクション」メニューから「選択したフレーズを許可
する」を選びます。 

 

ContentBarrier X5 にはフィルタリング用に豊富なフレーズが登録されていますが、必要に
応じて独自の言葉や文章も追加できます。たとえば、保護したいと考える、お客様の実際
の住所や電話番号、その他の個人情報などです。 

 

受信あるいは送信データへのフィルタを追加するには、「+（プラス）」ボタンをクリッ
クします。フレーズリストの下部に新しい行が追加されます。フィルタリングしたい言葉
や文節、または文章を入力し、チェックボックスをチェックして有効にします。 
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「方向」列のメニューをクリックし、設定したフレーズでフィルタリングする方向を、受
信、送信、あるいは両方から指定します。 

 

 

 

フィルタリングするフレーズは短ければ短いほど効果的です。ContentBarrier X5 が、フィ
ルタとして入力された文字列に完全一致する文字列だけを検索してフィルタリングするた
めです。ユーザが使う、または遭遇する表現が設定されたフレーズと一致しなければ、ブ
ロックされません。例えば、“電話番号は 555-1999だよ”と入力するのでなく、電話番号だ
けを入力した方が、一致する確立が高くなり、より高い効果が見込めます。 
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スケジュールの使用 

ContentBarrier X5 では、ユーザごとにインターネットにアクセスできる時間を特定の曜日
や時間帯、さらに合計何時間まで利用させるかなどの制限を設けることができます。スケ
ジュール設定画面を表示するには、ContentBarrier X5 ボタンバーの「スケジュール」ボタ
ンをクリックします。 

 

 

 

デフォルトでは、すべてのユーザが時間に制限なくインターネットへのアクセスを許可さ
れています。インターネットへのアクセスに時間制限を設けるには、「以下の時間帯に限
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りインターネットへのアクセスを許可する」チェックボックスをチェックします。すると
時間表の“無効”の表示が消えます。 

 

最初にスケジュール設定画面を開いたときには、時間表すべての時間マスは空の状態にな
っています。これは選択したユーザは時間制限なくインターネットを利用できることを意
味しています。特定の時間帯にインターネット利用を許可するには、時間表で許可したい
時間マスをクリックします。1 マスは 1 時間です。各マスを 1 つずつクリックしてもいい
ですし、長い時間帯を指定するならマウスボタンをクリックしたままドラッグしてくださ
い。  

 

 

 

マスをクリックしている間、有効／無効に設定している時間帯の情報が上図のようにツー
ルチップで表示されます。この方法で、どの曜日でも一時間単位でアクセスの許可または
禁止を設定できます。 

 

一日中アクセスを許可あるいは禁止したい場合、またはある曜日の設定をリセットして最
初からやり直したい場合は、曜日名をクリックしてください。これでその曜日丸一日をア
クセスを許可する緑にリセットできます。もう一度クリックすると、その日一日のインタ
ーネットへのアクセスを禁止できます。 
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設定したマスをクリックして状態を切り替えることができます。このとき、どの方向にで
もポインタをドラッグでき、連続する曜日または時間帯に同じ状態を適用できます。たと
えば、お子様が学校から帰宅してから夕食までの時間帯はインターネットの使用をブロッ
クしたい場合は、まず一日を通してアクセス許可に設定し、次に下図のように月曜日から
金曜日の午後 2時から 6時までを無効にします。 
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ユーザがアクセスが禁止された時間帯にウェブブラウザを使ってインターネットにアクセ
スしようとすると、下図のような警告が表示されます： 

 

しかし、ユーザがその他のアプリケーションでインターネットにアクセスを試みると、ア
クセスが単純にブロックされるだけで、このように明示的な警告は表示されない場合があ
ります。アプリケーションによっては、インターネットへの接続できなかった旨をお知ら
せする固有の警告を表示する場合があります。 

 

さらに、インターネットへのアクセスを許可した時間帯の範囲で、使用時間を制限できま
す。たとえば、午後 6 時から 9 時の間に 1.5 時間だけ許可のように、使用時間に上限を設
けられる便利な機能です。時間制限を設けるには、まず前述の方法でインターネットへの
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アクセスを許可する時間帯（緑のブロック）を設定します。次に Control キーを押しなが
らその時間帯をクリックし、表示されるコマンド「時間制限を追加」を選択します。 

 

 

下図のようなダイアログボックスが表示されます。特定の時間帯であわせて何時間までイ
ンターネットの使用を許可するかを設定できます。 

 

 

スライダをドラッグして、該当する時間帯でアクセスを許可する時間の合計を調整します。
「OK」をクリックして設定を適用すると、時間表では制限時間が入った緑に白いストラ
イプ入りのブロックとして表示されます。 

 

 

時間制限でインターネットを使用できる時間数を変更するには、時間制限のあるブロック
上にポインタを移動し、Control キーを押しながらクリックしてください。表示されるメ
ニューから「時間制限を編集」を選びます。  
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時間制限を設定するダイアログボックスが表示されます。スライダをドラッグして時間を
調整し、「OK」をクリックして変更を適用します。以前の時間制限のままにするには
「キャンセル」をクリックします。 

 

時間制限を解除するには、時間制限のあるエリア上へポインタを移動し、Control キーを
押したながらクリックしてください。表示されるメニューから「時間制限を除去」を選び
ます。これで該当時間帯の時間制限が解除されます。 

 

ユーザに時間制限が適用されていると、インターネットへのアクセスを自分で開始したり
停止したりできる ContentBarrier X5の小さなコントローラが自動的に表示されます。お子
様に Mac を使わせるようにしたいが、インターネットの使用は制限したいというような
場合に、お子様にインターネットの使用可能な時間を管理させることができます。コント
ローラは、下図のように表示されます： 

 

インターネットへアクセスするセッションを開始するにはスイッチを「開始」に、停止す
るにはスイッチを「停止」にドラッグします。スイッチの下には残り時間が表示されます。  

 

コントローラを画面からしまうには、黄色いボタンをクリックしま
す。コントローラが Dockにしまわれます。 

 

Dock 内のコントローラのアイコンをクリックすれば、再びコントローラが表示されイン
ターネットを利用する時間を開始したり停止したりできます。 
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ContentBarrier X5 のほかのフィルタはすべて有効にしたままで、インターネットを使用で
きる時間制限だけを解除するには、「以下の時間帯に限りインターネットへのアクセスを
許可する」チェックボックスのチェックを外します。時間表の中央に“無効”と表示され、
たとえ時間制限が設定してあっても、それが無効であることを表します。 

 

アプリケーションのフィルタリング 

ContentBarrier X5 には、ユーザがインターネットを利用できるアプリケーションを特定の
アプリケーションだけに制限するオプションが用意されています。たとえば、カテゴリで
ウェブの閲覧をフィルタリングするのでなく、ウェブブラウザそのものを使えなくすると
いった手法です。インターネットに接続できるアプリケーションを管理者が指定でき、そ
の他のすべてのアプリケーションはブロックされます。アプリケーションのフィルタリン
グを設定するには、ContentBarrier X5 ボタンバーの「アプリケーション」ボタンをクリッ
クし、「以下のアプリケーションにのみインターネットへの接続を許可する」チェックボ
ックスをチェックします。 
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アプリケーションのフィルタリングは、ほかの ContentBarrier X5フィルタリングのルール
に優先します。たとえば、アプリケーションのフィルタリングを有効にしていながら、ウ
ェブブラウザをアプリケーションリストに追加していなければ、インターネットへの接続
が許可されたアプリケーションの中にウェブページを閲覧できるものがないため、ウェブ
フィルタリングは効果がありません。一方、このアプリケーションリストに追加されたす
べてのアプリケーションに対して ContentBarrier X5の他のフィルタリングのルールが適用
されます。ユーザに対しウェブブラウザを使用したインターネットへのアクセスを許可す
れば、ContentBarrier X5 で設定したウェブフィルタリングのカテゴリでユーザが閲覧する
ウェブサイトがフィルタリングされます。 
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リストにアプリケーションを追加するには、「＋（プラス）」ボタンをクリックします。
ファイル選択シートが「アプリケーション」フォルダを参照した状態で開きますので、許
可するアプリケーションを選択します。Finder からこのリストへ直接アプリケーションの
アイコンをドラッグして追加することもできます。リストに追加したアプリケーションが
表示されます。 

 

 

アプリケーションをリストから取り除くには、クリックして選択し、「-（マイナス）」
ボタンをクリックします。 

 

ユーザリストで特定のユーザを選択し、ContentBarrier X5 のボタンバーの「アプリケーシ
ョン」ボタンをクリックしてアプリケーションのフィルタリング設定を表示し、「以下の
アプリケーションにのみインターネットへのアクセスを許可する」のチェックを外すこと
で、いつでもそのユーザに対するアプリケーションのフィルタリングを停止できます。 

 

インターネットへの接続を許可していないアプリケーションで接続が試みられると、
ContentBarrier X5 が接続をブロックし、警告を表示します。警告を表示する動作は「報
告」環境設定で変更できます。詳しくは“ログの環境設定”のセクションを参照してくださ
い。 
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注意: アプリケーションの中には、インターネット接続に“ヘルパー”アプリケーションを
使用するものがあります。一例を挙げると、アップルの iChat の場合、インターネットへ
の接続は iChatAgentというヘルパーが担っています。許可するアプリケーションのリスト
に iChat を追加しても、この iChatAgent は自動的に追加されません。ヘルパーアプリケー
ションを後から追加するには、ユーザのログを開き、左側のリストから「アプリケーショ
ン」をクリックして、どのアプリケーションがブロックされたかを確認します。（接続を
許可したいアプリケーション以外にも、ブロックされたアプリケーションがある可能性が
あるので注意します。）接続を許可したいアプリケーションまたはそのヘルパーアプリケ
ーションの隣にある三角形をクリックして展開し、Control キーを押しながらその名前を
クリックします。表示されたコンテキストメニュー「アプリケーションを許可」を選択し
ます。これで、選択したアプリケーションがリストに追加されます。  

 

インターネットへの接続が必要だと想定していなかったアプリケーションが、実はインタ
ーネットを利用している場合が考えられるので、時々ログを確認するようお勧めします。
たとえばアップルのアドレスブックや、Mac OS X ヘルプを提供するヘルプビューアはイ
ンターネットを利用します。必要ならば、ユーザがどのアプリケーションがブロックされ
たかを管理者に申告するでしょうが、ログを確認して事前にアプリケーションリストを整
備しておけば、使いやすいインターネット環境をユーザに提供できます。 
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インターネット使用状況の記録 

ContentBarrier X5 では、ユーザがコンピュータを使用している最中の画面をひそかに撮影
したり、キーボード操作をログに記録することで、ユーザの使用状況の履歴を記録できま
す。記録の設定を行うには、ContentBarrier X5 ボタンバーの「記録」ボタンをクリックし
ます。 

 

 

 

画面の撮影を開始するには、「画面」セクションの下にある「記録」ボタンをクリックし
ます。ContentBarrier X5 による画面撮影の対象は、「メインウインドウ」（一番手前のウ
インドウ）、または「すべての画面」（コンピュータに表示されているものすべてが対象
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で、追加のモニタがあればそれも含まれます）で、ポップアップメニューから選択します。
また画面ショットを撮影する頻度を、1 分毎から 999 時間毎の範囲で設定できます。（画
像ファイルでディスク容量が圧迫される恐れがあるため、画面ショットを撮る頻度をあま
り高くしないようお勧めします。） 

 

選択したユーザのキーボードからの入力をすべて記録するには、「キーボード」セクショ
ンの下にある「記録」ボタンをクリックします。特定のアプリケーションを使用したキー
ボード操作を記録の対象から外すには、「以下のアプリケーションは記録対象から除外す
る」チェックボックスをチェックし、「＋（プラス）」ボタンをクリックします。Mac 

OS X 標準のファイル選択シートが「アプリケーション」フォルダを参照した状態で開き
ますので、除外したいアプリケーションを指定します。または、Finder からリストに直接
ドラッグして追加することもできます。（標準のパスワード入力フィールドに入力される
文字以外は、入力されるテキストがすべて記録されるのでご注意ください。） 

 

撮影した画面ショットの画像ファイルやキー入力のテキストファイルは、ContentBarrier 

X5のログから確認できます。詳しくは“ログの活用”を参照してください。 
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その他のフィルタリングのオプション 

ウェブの閲覧とチャットが最もポピュラーなインターネットの利用目的ですが、
ContentBarrier X5 は、これ以外のインターネット利用をフィルタリングするオプションも
搭載しています。ContentBarrier X5ボタンバーの「その他」ボタンをクリックします。 
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電子メールのフィルタリング 

ContentBarrier X5 では、その内蔵フィルタを電子メールプログラムを介してやり取りされ
る電子メールにも適用できます。 

  

 

 

 

電子メールのフィルタリングには以下の 3つのオプションがあります： 

• 電子メールのプロトコルを許可する：すべての電子メールをフィルタリングせずに許
可します。 

• 不適切な電子メールのフィルタリングを試みる：ContentBarrier X5 によって受信メー
ルの内容を精査し、危険性があると判断した電子メールをブロックします。電子メー
ルのフィルタリングには、ContentBarrier X5の AntiPredator機能に登録されたすべての
フレーズを使用します。チャットのフィルタリングで適用するフレーズの取捨選択を
行っている場合でも、その設定には関係なくすべてのフレーズが適用されます。 

• 電子メールのプロトコルをブロックする：標準の電子メールプログラムを介する受信
メールをすべてブロックします。上記の設定は、電子メールにのみ有効であり、掲示
板やウェブサイトなど、ほかの手段を用いて配信されるメッセージは対象外であるこ
とにご注意ください。 

 

ピアツーピアのフィルタリング 

ContentBarrier X5 は、インターネット経由でファイル共有を行なう目的に高い確率で使用
されるピアツーピア・ソフトウェアをフィルタリングできます。選択したユーザに対して、
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ピアツーピアのフィルタリングを有効にするには「ピアツーピアをブロック」チェックボ
ックスをチェックします。 

 

 

 

ピアツーピアのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効だけで
す。 

ゲームのフィルタリング 

ContentBarrier X5 は、“World of Warcraft”や“Quake”といったオンラインゲームで採用され
ている一般的なプロトコルをフィルタリングできます。選択したユーザに対して、ゲーム
のフィルタリングを有効にするには「ゲームをブロック」チェックボックスをチェックし
ます。 

 

このオプションでは、ContentBarrier X5 が特定可能な方法でサーバにアクセスするゲーム
のみがブロックされます。スタンドアローン（インターネットに接続しない状態でプレイ
できる）のゲームや、ウェブページ内でプレイできるゲームはブロックされません。 

 

 

 

ゲームのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効だけです。 
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オーディオ／ビデオのフィルタリング 

ContentBarrier X5 では、ダウンロードしてから再生するのではなく、ライブで再生される
オーディオやビデオのストリーミングをフィルタリングできます。選択したユーザに対し
て、ストリーミングのフィルタリングを有効にするには「オーディオ／ビデオをブロッ
ク」チェックボックスをチェックします。 

 

オーディオ／ビデオのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効
だけです。 

ニュースグル-プのフィルタリング 

ContentBarrier X5 では、特定のプロトコルと専用ソフトウェアを使用してディスカッショ
ン・フォーラムを提供するニュースグループをフィルタリングできます。選択したユーザ
に対して、ニュースグループのフィルタリングを有効にするには「ニュースグループをブ
ロック」チェックボックスをチェックします。 

 

このオプションでは、ニュースグループ専用のソフトウェアを使用してインターネットに
アクセスするニュースグループのみがブロックされ、ウェブページ上で運営されているニ
ュースグループはブロックされません。ウェブサイト上で運営されているニュースグルー
プをブロックするには、ウェブフィルタリングで“ニュースグループ”カテゴリのフィルタ
リングを行うよう設定します。（詳しくは、前述の“ウェブフィルタリング”セクションを
参照してください。） 

 

ニュースグループのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効だ
けです。 
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FTPのフィルタリング 

ContentBarrier X5 では、主にコンピュータ間でのファイル交換に使用される FTP（ファイ
ル転送プロトコル）をフィルタリングできます。選択したユーザに対して、FTP のフィル
タリングを有効にするには「FTPをブロック」チェックボックスをチェックします。 

 

このオプションでは、FTP がデフォルトで使用するポート 21 および SFTP のデフォルト
ポート 22 を使用するファイル転送、かつ FTP プログラムまたはウェブブラウザで“ftp://”
で始まる URL を指定した場合のみがブロックされます。HTTP によるファイルのダウン
ロードやピアツーピア・ソフトウェアなど、ほかの手段を使ったファイル転送はブロック
されません。 

 

 

FTPのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効だけです。 

SSHのフィルタリング 

ContentBarrier X5 では、主に遠隔地のコンピュータにログインするのに使用される SSH

（セキュア・シェル）をフィルタリングできます。選択したユーザに対して、SSH のフィ
ルタリングを有効にするには「SSH をブロック」チェックボックスをチェックします。こ
のオプションでは、SSH がデフォルトで使用するポート 22 を使用する通信がブロックさ
れます。 

 

 

 

SSHのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効だけです。 
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ボリュームのフィルタリング 

ContentBarrier X5 では、ユーザが外付けハードディスクや iPod、USB デバイス、CD や
DVD、その他のボリュームをマウントするのを防止することができます。これにより、ユ
ーザがコンピュータに直接接続するハードウェアを介して新しいソフトウェアやコンテン
ツを導入するのを防ぐことができます。選択したユーザに対して、ボリュームのフィルタ
リングを有効にするには「ボリュームをブロック」チェックボックスをチェックします。 

 

 

 

ボリュームのフィルタリングにはオプションがありません。設定は、有効と無効だけです。 
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ログの活用  

ContentBarrier X5 では、インターネットの使用履歴をユーザごとに詳細なログとして記録
できます。ログを表示するには、以下のいずれかを実行します： 

• 「ウインドウ」メニューから「ログ」と選択する 

• Option + Command + Lのキー組み合わせを押す 

• メインウインドウの右下にある「ログ」ボタンをクリックする 

 

 

はじめて「ログ」ウインドウを開くと、すべてのユーザの先週のウェブの使用状況の履歴
が表示されます。  
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ログの内容は、ウインドウ上部にあるボタンバーのポップアップメニューを使って絞り込
むことができます。  

 

 

 

絞込みの条件は以下の通りです： 

• 「使用状況を表示：」：ユーザ名を選択して特定のユーザで絞り込むか、“すべてのユ
ーザ”を選択して全ユーザのログを表示します。 

• 「開始：」：過去どの時点から現在までのログを表示するかを、“先週”、“先月”、“無
期限”から選びます。 

• 「グループ：」：ユーザ名、またはインターネットへのアクセスが試みられた日付で
ログのリストを整頓します。 

• “すべて”または“ブロックした項目”のポップアップメニューでは、インターネットへの
アクセスすべてのログを表示するか、ContentBarrier X5 でブロックしたもののログの
みを表示するかどうかを切り替えます。 

 

また、ウインドウの右上にある検索フィールドを使ってログの内容を検索できます。検索
フィールドに文字を入力し始めると、それに一致するログ項目のみが表示され、入力を進
めるにつれて絞り込まれます。検索を中止してすべてのログエントリを表示させるには、
検索フィールドにある“X”をクリックします。 
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ログの環境設定 

ContentBarrier X5 でどのようにログを取るかは、「報告」環境設定で設定します。「報
告」環境設定を開くには、「ContentBarrier X5」メニューから「環境設定」と選択するか、
Command キーと-（ハイフン）を同時に押します。そして「報告」アイコンをクリックし
ます。 

 

 

「報告」環境設定には以下のオプションがあります： 

• フィルタが適用されていないユーザのログを記録する：アクセスをまったく制限して
いないユーザのインターネットの使用状況も記録します。デフォルトでは無効になっ
ています。 
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• ログを保管する期間を指定する：指定した期間が経過したログを破棄して、ハードデ
ィスクの容量を節約し、ディスクセキュリティを確保します。デフォルトでは、ログ
の保管期間は 2週間に設定されています。 

• 電子メール：「アカウント設定…」ボタンをクリックすると、報告を電子メールで送
信するための宛先を設定するシートが表示されます。電子メールの送信に関する設定
については、本マニュアルの前半、セットアップ・アシスタントの“報告の設定”セク
ションを参照してください。 

• AntiPredator 通知をすぐに送信する：チェックすると、チャットのセッションにお
いて ContentBarrier X5 で略奪的小児愛者の常套句が検出されたら随時電子メールで通
知が送信されます。（略奪的小児愛者の常套句のリストの管理方法については、“チャ
ットのフィルタリング”セクションを参照してください。） 

• 送信する：チェックすると、選択した種類の報告を電子メールで、かつ設定した頻度
で受け取ることができます。 

• 警告：ContentBarrier X5 によってインターネットへのアクセスがブロックされたとき
に、ユーザに警告ウインドウまたはサウンドを鳴らして、ブロックされたことを通知
するかどうかを設定します。（この警告に加え、ユーザが禁止されたウェブサイトに
アクセスしようとしたときに、ContentBarrier X5 によって管理者が指定したページに
強制的に転送されることも、ユーザへの警告となります。転送の設定について詳しく
は、“ウェブフィルタリング”のセクションを参照してください。） 

 



 

 

 

Intego ContentBarrier X5 ユーザーズガイド         ページ (, 

 

ログの読み方 

「ログ」ウインドウの左側には、ログエントリの種類（ウェブ、チャット、アプリケーシ
ョン、セッション、キーボード、画面、電子メール）のリストがあります。  

 

 

 

ログの種類いずれかをクリックすると、その種類に該当するログ項目だけが表示されます。
たとえば、“セッション”をクリックすると、ユーザがインターネットを使用しようとした
時刻が確認できます。また“アプリケーション”をクリックすれば、どのプログラムがイン
ターネットに接続しようとしたのかがわかります。 

 

ログの各項目は、カラー・アイコン、開閉用の三角形、閲覧が試みられたサイトの名前、
閲覧を試みたユーザ、アクセスが試みられた日付、そして当該サイトの閲覧にユーザが費
やした期間の 5つの要素で構成されています。 
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• アイコンが緑の場合はインターネットへのアクセスが正常に完了したことを示し、
赤の場合はアクセスの試みがブロックされたことを示します。赤いアイコンは、
必ずしもウェブページ全体がブロックされたことを意味するわけではありません。
ページの一部がブロックされた場合にもアイコンが赤で表示されます。 

 

 

 

• 名前とは、閲覧が試みられたウェブサイトのサイト名またはドメイン（最初の“/
（スラッシュ）”より前の部分）です。名前の左には開閉用の三角形があり、クリ
ックすると当該ドメインの中で、ユーザが実際に閲覧を試みたページのリストが
展開して表示されます。たとえば、ユーザが“http://www.example.com/index.html”と
“http://www.example.com/games/shootemup”という 2 つのページにアクセスしようと
したとすると、その 2 つ共が“example.com”という名前（ドメイン）の下位項目と
してグループ化して表示されます。これら個々の項目はログエントリと呼ばれま
す。 

•  ユーザとは、誰がインターネットにアクセスを試みたかを表示します。ユーザ名
は、開閉用の三角形をクリックして展開すると、ウェブページごとにアクセスが
許可されたかブロックされたかの情報と共に表示されます。 

•  日付とは、日付または相対的な日付で、一番最近アクセスが試みられた日付が表
示されます。 

•  期間には、当該のインターネットへのアクセスがどれだけの期間に及んだのかが
表示されます。 
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デフォルトでは、ログエントリは最後に試みられたアクセスの日時順で表示されています。
ログは各フィールドの上部にあるヘッダ部分をクリックして、そのフィールドを条件にし
て並び替えできます。もう一度クリックすると、昇順から降順に並び順を逆転できます。 

 

 

 

ログエントリは以下のいずれの方法でもその内容をプレビューできます： 

• ログエントリをダブルクリックする 

• ログエントリをクリックして選択し、スペースキーを押す 

• ログエントリを選択し、「ログ」ウインドウの右下にあるクイックエントリボタンを
クリックします。 

 

 

ContentBarrier X5 がインターネットに接続し、そのウェブページのプレビューを表示しま
す。プレビューで表示されるウェブページは、最新のもの、つまり今現在ウェブサーバに
ある状態です。 



 

 

 

Intego ContentBarrier X5 ユーザーズガイド         ページ (# 

 

 

ウェブページのプレビューを実行した時点で、そのウェブサイト自体がアクセスできない
状態になっている場合もあります。このような場合はプレビューが表示できません。また
プレビューするウェブページが、複数のエレメントで構成されるウェブページの一部にす
ぎない場合は、該当する部分だけが表示されます。 

 

クイックルックウインドウの下部にあるボタンで表示されるプレビューをコントロールし
ます： 

• 左矢印：前のログエントリを表示する。 

• 右矢印：次のログエントリを表示する。 

• 縦線：区切り線 

• 四角形に向いた矢印：フルスクリーンでログエントリを表示する。（Excape キーを押
すと元の画面に戻ります。） 

• 四角形に右矢印：画像またはテキストをファイルに書き出す。 

 

クイックルックウインドウを閉じるには、ウインドウ左上の“X”ボタンをクリックするか、
Escapeキーを押します。 
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アプリケーション名の隣にある開閉用の三角形をクリックすれば、ウェブサイトの場合と
同様に、個々のログエントリが表示され、上記と同様の操作が可能です。 

 

ウェブのログエントリを表示している際は、リストにあるウェブサイトをその場で許可ま
たはブロックすることができます。Control キーを押しながらログエントリをクリックし、
表示されるコンテキストメニューから「ウェブページをブロック」あるいは「ウェブペー
ジを信頼」を選択すると、ContentBarrier X5 はそのサイトをブロックあるいは許可するサ
イトのリストに追加します。 

 

 

 

同様に、Control キーを押しながらブロックされたアプリケーションのログエントリをク
リックし、「アプリケーションを許可」を選択すれば、そのアプリケーションのインター
ネットへのアクセスを許可できます。 
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キーボードと画面のログ 

キーボードと画面という 2 種類のログエントリで、ユーザのインターネット使用状況をよ
り詳細に把握できます。キーボードおよび画面の履歴をとるには、キーボードや画面の記
録を開始させておく必要があります。詳しくは“インターネット使用状況の記録”セクショ
ンを参照してください。（標準のパスワード入力フィールドに入力される文字以外は、入
力されるテキストがすべて記録されるのでご注意ください。） 

 

 

 

キーボードと画面のログエントリは使用していたアプリケーションごとにグループ化され
ます。たとえば Microsoft Word で入力したテキストのログエントリはすべて“Microsoft 

Word”というグループの下にリスト表示されます。アプリケーション名をクリックすると、
そのアプリケーションが使用されていた間に行われた入力操作のすべてが右側の列、プレ
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ビューペインに表示されます。ウインドウ右下のボタンをクリックして、このプレビュー
ペインを表示、または隠すことができます。 

 

 

 

ほかの種類のログエントリと同様に、アプリケーション名をダブルクリックするか、選択
して右下の「クイックルック」ボタンをクリックすれば、ユーザの操作を視覚的なスナッ
プショットで確認できます。クリックルックのウインドウでも、ほかのログエントリと同
様に、左右の矢印やフルスクリーン表示などのナビゲーションボタンで、選択したアプリ
ケーションが使用されていた間のすべての画面ショットとキーボードの記録が確認できま
す。 
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ログ報告の書き出し 

ContentBarrier X5のログは、ウェブブラウザで表示できる HTML形式やテキスト形式で書
き出すことができます。ログを書き出すには、1 つまたは複数のログカテゴリ（ウェブ、
チャット、アプリケーションなど）を選択し、「ログ」ウインドウ左下の「書き出し…」
ボタンをクリックします。ログの名前とファイルの保存先、およびファイル形式を指定す
るシートが表示されます。  

 

 

 

ContentBarrier X5 では、ログを書き出す形式として以下 3 種類から選択できます。形式は
以下の通りです： 

 

•  HTML 形式の簡単な報告：選択したカテゴリの全体的な構成要素の報告として、
「ログ」ウインドウでログエントリが折りたたまれた状態と同等のログが確認で
きます。たとえば、ウェブサイトに関してはサイトの名前だけが書き出され、訪
問またはブロックしたページの具体的な URLは記載されません。キーボード入力
に関しては、入力操作が行われたアプリケーションの名前だけが書き出され、実
際に記録されているテキストは書き出されません。 

•  HTML 形式の詳細な報告：ContentBarrier X5 での処理が詳細に書き出されます。
選択したカテゴリについて、すべての処理が書き出されます。 
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•  標準テキスト形式の詳細な報告：HTML 形式の詳細な報告と同等の情報が書き出
されます。標準テキスト形式は、スプレッドシートやほかのアプリケーションで
容易に読み込めるため応用が利き、ログをさらに分析する場合に向いています。 

 

指定した形式でログを保存するには、「保存」をクリックします。 

 

すべてのユーザについて現在保存されているログをすべて消去するには、「ログ」ウイン
ドウの左下にある「消去…」ボタンをクリックします。 

 

 

 

ContentBarrier X5について 

「ContentBarrier X5」メニューから「ContentBarrier X5 について」を選ぶと、バージョン
番号、サポート番号（技術サポートを受けるときに必要な番号）など、ContentBarrier X5

に関する情報が表示されます。 
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第6章 – 技術サポート 
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Intego ContentBarrier X5のユーザ登録をお願いいたします。株式会社 アクト・ツーでは、
より安心・確実にご利用いただけるようサポート窓口を設けております。 

 

■ インターネットからのお問い合わせ 
http://www.act2.com/support 

（サポートフォームから簡単にお問い合わせいただけます） 

 
■ お電話でのお問い合わせ 
050-3385-8521 

（休日・祭日を除く月～金 10:00～12:00、13:00～16:00） 

 
■ FAX でのお問い合わせ 
03-5352-7880 

 
■ Intego ジャパン へのお問い合わせ 
電子メール : supportjp@intego.com 

ホームページ : http://www.intego.com/jp/ 
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